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あ ま く さ 
  

新年のスタートにあたって 天草剣道連盟会長 金子 攻 

明けましておめでとうございます。本年もどうぞよろしくお願い申し上げま

す。私の本年度の目標としましては、例年通り天草剣道連盟の発展のためには、

まず底辺の拡大が第一条件だと考えます。そのためには、各クラブの指導者の皆

さんが横の連携を密にし、天草全域を把握し、会員増を目指し一致団結して頑張

ってほしいと考えます。問題点が生じた場合は、報告、連絡、相談をしてもらえ

ば連盟として全力でサポートしてまいります。また、天草から八段を目指してきましたが、なかなか困難だと実

感しています。したがって今年はまず一次審査突破をめざしてこれを成し遂げてほしいと考えます。それができ

れば先は明るくなるものと思われます。天草剣道連盟としまして、３～５年計画で実現を目指し関係各位の努力

を期待しています。 

令和元年度全日本剣道連盟少年剣道教育奨励賞受賞 倉岳少年剣道クラブ 

令和元年度熊本県剣道連盟祝賀会が１月２５日（土）にホテル熊

本テルサを会場に開催されました。その中で、天草剣道連盟から推

薦しました倉岳少年剣道クラブが全日本剣道連盟少年剣道教育奨励

賞を受賞されました。おめでとうございます。祝賀会プログラムの

受賞団体紹介には「小学校部活動の社会体育移行に伴い設立された

スポーツクラブに、指導理念等を変えることなく編入された。構成

する他のクラブの一角として運営することにより、各クラブの共通

する事務を一体化するなど、クラブ・地域・学校の連携がより強固

となり、次第にクラブ員・指導者が増加するなど活気あふれるクラ

ブである。」と掲載されました。これを機会に、ますます発展さ   祝賀会に参加された倉岳クラブの皆さん  

れますことを期待したいと思います。また、同祝賀会において、元栖本駐在所員で栖本少年剣道クラブ青志会の

指導者だった西田圀生氏が全日本剣道連盟剣道有功賞を受賞されました。おめでとうございました。 

【剣道雑感～天草から剣道８段の誕生を～】 

現在、天草剣道連盟には６段、７段の高段者が続々と誕生していますが、残念ながら８段位を取

得している人はいません。西山先生が常々おっしゃってきた「天草から８段を」は正に天草剣道連

盟の悲願と言えます。新年のスタートにあたって金子会長のあいさつにもありますが、３～５年の

期間に天草剣道連盟が一丸となって、悲願達成ができますように頑張っていきましょう。７段位を

取得した人は、１０年の修行期間が経過したら、誰でも受審することができます。私は、天高剣道

部の後輩である本多君、山田君の８段合格に刺激を受けてから、一念発起して挑戦を始めました。

九州地区合同稽古会や熊本武道館、振武館への出稽古、天草武道館やアロマでの稽古会等で稽古に

励み、これまで８回審査に挑戦しましたが、まだ１度も一次審査さえ突破できていません。自分の

剣道を根本的に見直し、強く、大きく、真っ直ぐな打突、気位を高く保って、どのような相手でも、



審査員の先生方の心に響くような１本を確実に決めることができる力を付けなければならないと

強く感じています。今年６８歳を迎えますが、体力の衰えを最小限にとどめ、まずは１次審査突破

を目指して頑張ろうと思っています。７段を取得して１０年を経過した人は、ぜひ挑戦してみてく

ださい。まだ期間が来ない人は、挑戦できるときが来たら一次審査は１発で突破できるように実力

を蓄えてください。そのためには、お互いに稽古に励んでいきましょう。 

◎第４０回上天草少年剣道個人選手権大会結果  令和２年１月１９日 倉岳体育館 

学年別 優 勝 準優勝 ３ 位 

小学１，２年男子 水野 颯太 

松島 

長尾 紫音 

倉岳 

藤野 琉翔    山崎 東泰 

榮芯館       倉岳 

小学１，２年女子 藤野 央暖 

榮芯館 

森平さくら 

姫戸 

水野 皐月 

倉岳 

小学３，４年男子 大塚 直莉 

榮芯館 

田中 大揮 

栖本 

山中 朝陽    岩﨑 光 

姫戸       有明 

小学３，４年女子 緒方 陽香 

栖本 

梅田衣麻里 

栖本 

藤野 悠央    緒方 采奈 

榮芯館      姫戸 

小学５，６年男子 吉田 圭汰 

栖本 

金光 隆璃 

榮芯館 

末松 慧也    吉野 僚真 

栖本       松島 

小学５，６年女子 山下 美羽 

松島 

井立 千曉 

栖本 

千原 朱里    長尾 瑠来 

松島       倉岳 

中学生男子 緒方 雄大 

栖本 

坂本 湧紀 

栖本 

花田 大樹    山下 煌太 

姫戸       姫戸 

中学生女子 尾崎 妃菜 

有明 

大塚 礼奈 

本渡東 

片浦 彩姫    志水 冴 

本渡東      姫戸 

※本大会は、当時阿村少年剣道クラブの指導者だった大渕先生が発起人となり、松島町役場職員の

岩﨑さんが事務局して上島地区の各少年剣道クラブ、中学校剣道部に呼びかけて立ち上げられ

た個人選手権大会です。当時は部員も多く、なかなか選手として試合に出られない子どもたちに

も試合に出るチャンスを与えたいという願いから、個人戦として開催されました。途中、中断さ

れた期間もありましたが、関係者の熱意によって復活し、現在に至っています。 

【文責：天草剣道連盟常任理事（広報担当）泉眞喜夫】 


